
家庭学習の手引き《４年生》         令和５年度 

 

 

 

１ 家庭学習のしかた 

(1)国語 

① 漢字 

漢字ドリル、漢字ドリルノートを見て、正しい漢字をていねいに書きます。 

② 本読み 

    どこを読むかはれんらくします。できるだけおうちの方に聞いてもらいましょう。 

 (2) 算数 

計算、すでに習った問題や文章題、今習っている問題などを計算ドリル、プリン  

  トで学習します。 

（3）学校から配られたタブレットについて 

    学校で使い方を学習して、先生から「家でも使うといいよ。」と言われた使い方

（学習コンテンツやアプリ）については、家庭学習で、どんどんチャレンジしましょ 

 う。（タブレットドリル・文字入力練習・インターネットでの調べ学習・NHK for 

 school・ロイロノート・ガレージバンドなど） 

  

２ こんなことに 気をつけよう 

 ★ 漢字ノートなどでまちがいがあった場合は、かならずやり直しをしましょう。 

 ★ 毎日決めた時刻に、決めた場所で、「ながら勉強」ではなく、集中して４０分家庭

学習をしましょう。はじめのうちは集中できる時間が短くても、「１０分間は集中す

る！」というように学習時間を決め、少しずつ集中する時間を延ばしていきましょう。 

 ★ 家庭学習をする時刻は、それぞれの家でちがいます。さそいに行ったとき、もし友

だちが勉強をしていたらせかしたりせず、勉強が終わってから遊びましょう。 

３ こんなときには？ 

わからないときは放っておかないで、辞書、教科書、ノートなどを見て調べましょう。 

それでもわからないときは、学校で先生に聞きましょう。 

  自学ノート  こんなことをしては…… 

☆ 今までに習った漢字の読み書き、教科書の視写、ローマ字やことわざ、言葉調べ。 

☆ オリジナル学習…辞典を使った学習、メビウスの輪の作り方を調べるなど探究心  

          溢れる学習をノートにまとめる。 

☆ 社会 … テーマを決めて教科書や自分で借りた本で調べたことをレポートにしたり、

授業で学習したことをまとめたりする。地図、都道府県を覚える。新聞の切

り抜きをしたり、ニュースを調べる。 

☆ 理科 … 教科書やノートを活用して研究レポート作りをする。実験の復習。 

☆ その他、学校で習った問題の復習 

 児童のみなさんへ 

学習時間の めやす 

３０分～４５分 



 

 

１ 特にくり返しが大切な学習 

(1) 国語 

    ４年生では新出漢字の量が多く、新出漢字はくり返し漢字ノートやプリントでくり返

し学習していきます。 

(2) 算数 

計算領域では、わり算の学習が中心になります。文章題では、「全部の量」、「いく

つ分」、「１あたりの量」をしっかり理解して解くことが、今後の文章題を解いていく

上で重要になっていきます。また、４年生では分度器や三角定規などを使った作図も学

習します。どの内容も、定着させるためにはくり返し学習することが大切です。 

 

２ こんな宿題が出ています 

 (1) 漢字 

    ４年生の漢字ドリルから出しています。中学年から新出漢字が多くなり、日々くり返

し練習しています。 

 (2) 本読み 

    内容理解の手段として、また文章のリズムを獲得するため、音読することを大切にし

ています。 

 (3) 算数 

    学習した内容、計算、文章題など、バランスを考えながら、また子どもたちがつまず

きやすい事柄を重点的に出しています。 

(4) 読書 

あまった時間などに読書をします。 

（5） 自主学習 

量や内容を説明しています。自分で課題を見つけ、苦手とするところを自分なりのめ

あてを持って、毎日取り組むように指導しています。 

◎ 枚方市から配付されたタブレットについて 

担任から家庭学習で使うといいよされた使い方（学習コンテンツやアプリ）を、お

子様の自主的な学習にぜひご活用ください。 

 

３ 宿題の○つけやまちがい直しなどについて 

宿題の○つけをし、まちがい直しをしています。 

 

４ お願い 

★ お子さんと相談して、決まった時刻に決まった場所で学習するようにしてください。 

★ “ながら勉強”をすることがないよう、学習環境づくりにもご協力ください。 

★ テレビ・ゲームの時間を決めておきましょう。 

 ４年生の保護者の皆様

へ 


